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(57)【要約】
【課題】径方向の形状を一段と小さくし得るレンズ駆動
装置及び該レンズ駆動装置を用いたカメラ装置を提供す
ること。
【解決手段】レンズを保持するレンズホルダ１１と、同
極同士をレンズの光軸方向ａに向けて対向させた第１及
び第２の磁石３１、３２と、レンズの光軸周りに巻回さ
れ、第１及び第２の磁石３１、３２の対向空間を横切る
ように配置されたコイル２３と、第１及び第２の磁石３
１、３２とコイル２３とを光軸方向ａから挟み込むと共
に、レンズの光軸周りの外方から覆うヨーク体４１、４
２とを具備することを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンズを保持するレンズホルダと、
　同極同士を前記レンズの光軸方向に向けて対向させた第１及び第２の磁石と、
　前記レンズの光軸周りに巻回され、前記第１及び第２の磁石の対向空間を横切るように
配置されたコイルと、
　前記第１及び第２の磁石と前記コイルとを前記光軸方向から挟み込むと共に、前記レン
ズの光軸周りの外方から覆うヨーク体と
　を具備することを特徴とするレンズ駆動装置。
【請求項２】
　前記コイルは、前記レンズホルダに直接巻き付けられていることを特徴とする請求項１
に記載のレンズ駆動装置。
【請求項３】
　前記ヨーク体は、前記レンズホルダの前記レンズの光軸周りの外形に沿って開口する開
口部を中心部に有すると共に前記光軸周りの外形が四角形形状であり、
　前記第１及び第２の磁石は、前記ヨーク体の前記四角形形状に沿う四角形形状の外形を
有し、前記ヨーク体に収納されることを特徴とする請求項１に記載のレンズ駆動装置。
【請求項４】
　前記第１及び第２の磁石は、前記ヨーク体の四角形形状の隅部に配置されることを特徴
とする請求項３に記載のレンズ駆動装置。
【請求項５】
　レンズを保持するレンズホルダと、
　同極同士を前記レンズの光軸方向に向けて対向させた第１及び第２の磁石と、
　前記レンズの光軸周りに巻回され、前記第１及び第２の磁石の対向空間を横切るように
配置されたコイルと
　を具備し、前記コイルは、前記第１及び第２の磁石の対向空間の中心から前記レンズの
光軸から遠ざかる方向又は近づく方向にずれて配置されることを特徴とするレンズ駆動装
置。
【請求項６】
　前記コイルは、前記レンズホルダに直接巻き付けられていることを特徴とする請求項１
に記載のレンズ駆動装置。
【請求項７】
　レンズを保持するレンズホルダと、
　同極同士を前記レンズの光軸方向に向けて対向させた第１及び第２の磁石と、
　前記レンズの光軸周りに巻回され、前記第１及び第２の磁石の対向空間を横切るように
配置されたコイルと、
　前記第１及び第２の磁石と前記コイルとを前記光軸方向から挟み込むと共に、前記レン
ズの光軸周りの外方から覆うヨーク体と、
　前記レンズを介して入射した光を受光して光電変換する撮像素子とを具備することを特
徴とするカメラ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レンズ駆動装置及びカメラ装置に関し、特にボイスコイルモータ方式の駆動
源を有するレンズ駆動装置及び該レンズ駆動装置を有するカメラ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、デジタルカメラや携帯電話機に内蔵されるカメラ等に用いられるズームレンズや
オートフォーカスレンズを駆動するためのレンズ駆動装置がある。このレンズ駆動装置と
して、レンズを保持するレンズ保持部材と固定関係にあるコイルを磁石による磁界内に配
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置し、この状態でコイルに駆動電流を流すことにより、コイルに作用する力を発生させ、
この力によってレンズ保持部材を駆動するようになっている。
【特許文献１】特開２００７－２７１８７８号公報（図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、かかる従来のレンズ駆動装置においては、内部にレンズを保持する筒状のレ
ンズ保持部材の周囲にコイルが巻回され、このコイルを磁石及びヨークによってラジアル
方向（レンズの径方向）から挟み込む構成を有しており、この磁石及びヨークによって形
成される磁気回路により、コイルに対してラジアル方向に磁束が横切るように構成されて
いる。
【０００４】
　しかしながら、磁石及びヨークによってコイルをラジアル方向から挟み込む構成におい
ては、レンズ駆動装置全体としての外形がレンズの径方向（ラジアル方向）に大きくなる
ことを避け得ない問題があった。
【０００５】
　本発明はかかる問題点に鑑みてなされたものであり、径方向の形状を一段と小さくし得
るレンズ駆動装置及び該レンズ駆動装置を用いたカメラ装置を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のレンズ駆動装置は、レンズを保持するレンズホルダと、同極同士を前記レンズ
の光軸方向に向けて対向させた第１及び第２の磁石と、前記レンズの光軸周りに巻回され
、前記第１及び第２の磁石の対向空間を横切るように配置されたコイルと、前記第１及び
第２の磁石と前記コイルとを前記光軸方向から挟み込むと共に、前記レンズの光軸周りの
外方から覆うヨーク体とを具備することを特徴とする。
【０００７】
　上記レンズ駆動装置によれば、磁石をレンズの光軸方向に対向配置することにより、コ
イルを磁石及びヨークによってレンズ径方向から挟み込む場合に比べて、径方向の大きさ
を一段と小型化することができる。
【０００８】
　また、上記レンズ駆動装置において、前記コイルは、前記レンズホルダに直接巻き付け
られていることが好ましい。この場合には、レンズホルダとコイルとの間にヨーク体がな
くなることにより、その分、径方向の大きさを小さくすることができる。また、コイルを
レンズホルダに直接巻きつける構成により、コイルを巻き付けるための別体の部品を設け
る場合に比べて、部品点数を削減することができる。
【０００９】
　また、上記レンズ駆動装置において、前記ヨーク体は、前記レンズホルダの前記レンズ
の光軸周りの外形に沿って開口する開口部を中心部に有すると共に前記光軸周りの外形が
四角形形状であり、前記第１及び第２の磁石は、前記ヨーク体の前記四角形形状に沿う四
角形形状の外形を有し、前記ヨーク体に収納されることが好ましい。この場合には、第１
及び第２の磁石の外形が四角形形状であることにより、この四角形形状の隅部においては
、磁石の面積が大きくなる分、コイルに対して作用する磁力線の数が多くなることにより
、レンズホルダに対して十分な駆動力を発生させることができる。
【００１０】
　また、上記レンズ駆動装置において、前記第１及び第２の磁石は、前記ヨーク体の四角
形形状の隅部に配置されることが好ましい。この場合には、四角形形状の隅部においては
磁石の面積が大きくなることにより、十分な駆動力を得ることができる。
【００１１】
　本発明のレンズ駆動装置は、レンズを保持するレンズホルダと、同極同士を前記レンズ
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の光軸方向に向けて対向させた第１及び第２の磁石と、前記レンズの光軸周りに巻回され
、前記第１及び第２の磁石の対向空間を横切るように配置されたコイルとを具備し、前記
コイルは、前記第１及び第２の磁石の対向空間の中心から前記レンズの光軸から遠ざかる
方向又は近づく方向にずれて配置されることを特徴とする。
【００１２】
　上記レンズ駆動装置によれば、磁石をレンズの光軸方向に対向配置することにより、磁
石をレンズの径方向に対向配置する場合に比べて、径方向の大きさを一段と小型化するこ
とができる。また、第１及び第２の磁石の対向空間で互いにぶつかり合ってレンズの径方
向（外方及び内方）に向きを変えた磁力線が、対向空間の中心からずれた位置に配置され
たコイルを前記径方向に横切ることとなり、これにより、レンズホルダに対する十分な駆
動力を発生させることができる。かくして、ヨーク体を用いる場合に比べて、径方向の大
きさを一段と小型化することができる。
【００１３】
　また、上記レンズ駆動装置において、前記コイルは、前記レンズホルダに直接巻き付け
られていることが好ましい。この場合には、レンズホルダとコイルとの間にヨーク体がな
くなることにより、その分、径方向の大きさを小さくすることができる。また、コイルを
レンズホルダに直接巻きつける構成により、コイルを巻き付けるための別体の部品を設け
る場合に比べて、部品点数を削減することができる。
【００１４】
　本発明のカメラ装置は、レンズを保持するレンズホルダと、同極同士を前記レンズの光
軸方向に向けて対向させた第１及び第２の磁石と、前記レンズの光軸周りに巻回され、前
記第１及び第２の磁石の対向空間を横切るように配置されたコイルと、前記第１及び第２
の磁石と前記コイルとを前記光軸方向から挟み込むと共に、前記レンズの光軸周りの外方
から覆うヨーク体と、前記レンズを介して入射した光を受光して光電変換する撮像素子と
を具備することを特徴とする。
【００１５】
　上記カメラ装置によれば、磁石をレンズの光軸方向に対向配置することにより、磁石を
レンズの径方向に対向配置する場合に比べて、レンズ駆動機構部の径方向の大きさを一段
と小型化することができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、径方向の形状を一段と小さくし得るレンズ駆動装置及び該レンズ駆動
装置を用いたカメラ装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の一実施の形態について添付図面を参照して詳細に説明する。
（第１の実施の形態）
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係るレンズ駆動装置の斜視図である。
【００１８】
　図１において、レンズ駆動装置１０は、レンズ（図示せず）の光軸を図中上下方向（矢
印ａ方向）に向けた状態で該レンズを保持するためのレンズホルダ１１と、このレンズホ
ルダを矢印ａで示す光軸方向に駆動するための駆動機構部１２とから主に構成されている
。
【００１９】
　図２に示すように、レンズホルダ１１は、内部にレンズ（図示せず）を保持するための
円筒形状の本体部２１と、その外周部に鍔状に一体形成された平板状のコイルベース２２
と、コイルベース２２の外周面を形成する鍔状の端部に沿って導線が巻回されてなるコイ
ル２３とを有する。このように、コイルベース２２はレンズホルダ１１と一体形成されて
いることにより、コイル２３は、レンズホルダ１１に直接設けられた構成となっている。
【００２０】
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　コイルベース２２は、本体部２１の円筒形状の外周部を周回するように形成されており
、これにより、このコイルベース２２の外周面に巻回されたコイル２３は、本体部２１の
周囲に沿って該本体部２１を周回するように導線が巻回された構成を有する。すなわち、
コイル２３は、レンズホルダ１１に保持されたレンズの光軸周りを周回するように設けら
れている。これにより、コイル２３に電流を通電することにより、この電流は本体部２１
の周囲を周回する方向に流れるようになされている。
【００２１】
　また、図３は、レンズホルダ１１の平面図であり、この図３に示すように、コイルベー
ス２２は、円筒形状の本体部２１の外周面に沿って４か所の鍔状部２２ａ、２２ｂ、２２
ｃ及び２２ｄから構成されている。この４つの鍔状部２２ａ～２２ｄによって、コイルベ
ース２２は、全体として平面略四角形形状に形成されている。これにより、４つの鍔状部
２２ａ～２２ｄにおいては、コイル２３とレンズホルダ２１との間に比較的大きな領域が
形成されるようになっている。
【００２２】
　図４に示すように、かかる構成のコイル２３に対して、レンズホルダ１１に保持される
レンズの光軸方向（矢印ａ方向）から該コイル２３を間隙を介して挟むように磁石３１、
３２を対向配置するように構成されている。すなわち、図４は、レンズ駆動装置１０の分
解斜視図であり、この図４に示すように、磁石３１は、レンズホルダ１１の本体部２１の
外径よりも大きな径の開口部３３を有し、全体として、レンズホルダ１１の鍔状部２２ａ
～２２ｄを含む外形と略同じ四角形形状の平板状に形成されている。この磁石３１の開口
部３３内にレンズホルダ１１の本体部２１を挿入させるようにして、該磁石３１が鍔状部
２２ａ～２２ｄの一方の面に僅かな間隙を隔てて対向するように配置される。また、磁石
３２についても、磁石３１と同様にして、レンズホルダ１１の本体部２１の外径よりも大
きな径の開口部３４を有し、全体として、レンズホルダ１１の鍔状部２２ａ～２２ｄを含
む外形と略同じ四角形形状の平板状に形成されている。この磁石３２の開口部３４内にレ
ンズホルダ１１の本体部２１を挿入させるようにして、該磁石３２が鍔状部２２ａ～２２
ｄの他方の面に僅かな間隙を隔てて対向するように配置される。
【００２３】
　そして、この磁石３１、３２が配置されたレンズホルダ１１に対して、該レンズホルダ
１１を磁石３１側から覆うヨーク４１と、磁石３２側から覆うヨーク４２とによって、レ
ンズホルダ１１、磁石３１、３２をヨーク４１、４２の内部に収納するように構成される
。ヨーク４１、４２は、磁石３１、３２及びコイル２３を、レンズホルダ１１に保持され
たレンズの径方向に外方から覆うようにもなっている。また、ヨーク４１、４２には、レ
ンズホルダ１１の本体部２１の外径よりも大きな径の開口部４３、４４が形成されており
、ヨーク４１、４２によって覆われたレンズホルダ１１の本体部２１がこれらの開口部４
３、４４から外部に露出するようになっている。ヨーク４１、４２は、磁性材料で形成さ
れており、磁石３１、３２によって発生する磁束についての磁気回路を構成する。
【００２４】
　一方のヨーク４１の上面４５には、板ばね部材５１が固定される。この板ばね部材５１
は、ヨーク４１の上面４５に固定される固定部５２と、レンズホルダ１１の本体部２１に
係合される係合部５３と、固定部５２と係合部５３とを接続する腕部５４とを有する。係
合部５３は、腕部５４によってレンズの光軸方向（矢印ａ方向）に可動し得る状態で支持
されており、係合部５３に係合されたレンズホルダ１１は、この腕部５４の弾性力に応じ
た力で支持されるようになっている。
【００２５】
　また、他方のヨーク４２の下面には、板ばね部材６１をインサートしてなるロアケース
７１が固定される。ロアケース７１には、レンズホルダ１１の本体部２１の外径よりも大
きな径の開口部７２が形成されており、この開口部７２内にレンズホルダ１１の本体部２
１が挿入される状態で、該ロアケース７１がヨーク４２の下面部４６に固定される。ロア
ケース７１の開口部７２には、板ばね部材６１がインサート成形により設けられている。



(6) JP 2009-198948 A 2009.9.3

10

20

30

40

50

板ばね部材６１は、レンズホルダ１１の本体部２１に係合される係合部６３と、開口部７
２の内周面に一旦を支持され、他方の端部によって係合部６３を支持する腕部６４とによ
って形成されている。係合部６３は、腕部６４によってレンズの光軸方向（矢印ａ方向）
に可動し得る状態で支持されており、係合部６３に係合されたレンズホルダ１１は、この
腕部６４の弾性力に応じた力で支持されるようになっている。
【００２６】
　かくして、レンズホルダ１１は、腕部５４、６４の弾性力により一定位置に付勢された
状態かつ、該レンズホルダ１１の本体部２１内部に設けられるレンズ（図示せず）の光軸
方向（矢印ａ方向）に可動し得る状態で保持される。
【００２７】
　ロアケース７１の下面部には、外部接続電極８１、８２をインサート成形した電極支持
部９５が固定される。外部接続電極８１、８２とコイル２３との間は、コイル接続端子９
６、９７によって電気的に接続される。これにより、外部接続電極８１、８２を介して所
定の駆動電流を供給することにより、コイル２３に該駆動電流が通電される。電極支持部
９５は円環形状に形成されており、この円環形状の内部を介して、レンズホルダ１１の本
体部２１の内部に支持されたレンズ（図示せず）と外部との間に空間が形成される。
【００２８】
　また、レンズ駆動装置１０の最上部においては、トップカバー９８が固定される。この
トップカバー９８は、ヨーク４１の上面４５との間に板ばね部材５１の固定部５２を挟ん
でヨーク４１の上面４５に固定される。トップカバー９８には、レンズホルダ１１の本体
部２１の外径よりも大きな径の開口部９９が形成されており、この開口部９９を介して、
レンズホルダ１１の本体部２１の内部に支持されたレンズ（図示せず）に外光が入射する
ようになっている。
【００２９】
　また、図５に示すように、レンズ駆動装置１０の下面部には、撮像素子（ＣＣＤ：Char
ge-Coupled Device）１０２が実装された基板１０１が取り付けられて、全体として、カ
メラ装置１００が構成される。レンズ駆動装置１０のレンズに入射した光は、基板１０１
の撮像素子１０２において受光され、光電変換されることにより、撮像信号となって出力
される。
【００３０】
　また、図４に示すように、レンズ駆動装置１０において、レンズホルダ１１は、板ばね
部材５１の腕部５４と、板ばね部材６１の腕部６４によって、レンズの光軸方向（矢印ａ
方向）に可動し得る状態に支持されていることにより、このレンズを可動させることで、
該レンズのフォーカス調整を行うことができるようになっている。
【００３１】
　レンズを光軸方向（矢印ａ方向）に可動させるための駆動力は、コイル２３と、このコ
イル２３を光軸方向（矢印ａ方向）から挟む磁石３１、３２と、磁性材料で形成され、コ
イル２３及び磁石３１、３２を覆うヨーク４１、４２によって得られる。
【００３２】
　すなわち、図６は、図１のＸ－Ｘ線を断面にとって示す断面図であり、コイル２３をレ
ンズの光軸方向（矢印ａ方向）から挟むよう設けられた磁石３１、３２は、各々の同極が
コイル２３を介して対向するように対向配置されている。そして、このコイル２３及び磁
石３１、３２を覆うようにヨーク４１、４２が配置される。この場合、磁石３１、３２が
コイル２３を図中上下から挟み込む位置に配置されていることにより、ヨーク４１、４２
も、この磁石３１、３２を上下から挟み込むように配置されている。さらに、磁石３１、
３２及びコイル２３の内側にはレンズホルダ１１の本体部２１が配置されていることによ
り、ヨーク４１、４２は、該本体部２１とは反対側の外側から磁石３１、３２及びコイル
２３を覆うように配置されている。
【００３３】
　このような配置構成により、磁石３１、３２、コイル２３及びヨーク４１、４２によっ
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て磁気回路が形成される。
【００３４】
　ここで、この磁気回路の形成状態について説明する。図７は、レンズホルダ１１及び磁
石３１、３２の配置状態を示す斜視図であり、図８は、図７におけるＸ－Ｘ線を断面にと
って示す断面図であり、図９は、図７におけるＹ－Ｙ線を断面にとって示す断面図である
。
【００３５】
　図７に示すように、レンズホルダ１１の本体部２１が円筒形状に形成されているのに対
して、コイル２３が形成されるコイルベース２２は、４つの鍔状部２２ａ～２２ｄによっ
て全体が四角形形状に形成されている。従って、このコイルベース２２に巻回されてなる
コイル２３の外形形状と、これを上下から間隙を隔てて挟む磁石３１、３２も同様に四角
形形状に形成されている。
【００３６】
　このように、レンズホルダ１１の本体部２１が円筒形状に形成されており、これを挿入
する開口部が形成された磁石３１、３２が四角形形状に形成されていることにより、磁石
３１、３２の面積は、コイルベース２２の鍔状部２２ａ～２２ｄに対向する部分において
大きくなり（図９）、鍔状部２２ａ～２２ｄに対向しない部分については小さくなってい
る（図８）。
【００３７】
　これにより、図８に示すように、コイル２３に対向する磁石３１、３２の面積が小さな
部分においては、コイル２３を横切る磁力線Ｂの数が少なくなり、これに対して、図９に
示すように、コイル２３に対向する磁石３１、３２の面積が大きな部分（磁石３１、３２
の外形形状である四角形形状の隅部）においては、コイル２３を横切る磁力線Ｂの数が多
くなる。これにより、鍔状部２２ａ～２２ｄが設けられた部分においては、多くの磁力線
Ｂがコイル２３を横切ることにより、コイル２３に駆動電流を通電した際には、より大き
な力が発生する。
【００３８】
　本実施の形態の場合、磁石３１、３２の同極（例えばＮ極同士）が対向するように構成
されていることにより、磁石３１、３２からレンズの光軸方向（矢印ａ方向）に進んだ磁
力線Ｂは、それぞれぶつかり合い、それらの向きは、レンズ（図示せず）の光軸方向（矢
印ａ方向）に対して略直交する方向（レンズの径方向）に変化する。そして、該方向が変
化した磁力線Ｂは、コイル２３を径方向に横切った後、ヨーク４１を介して磁石３１のＳ
極に至ると共に、ヨーク４１、４２を介して磁石３２のＳ極に至る。
【００３９】
　このように、磁石３１、３２が互いに同極（Ｎ極）同士を対向させていることにより、
その磁力線Ｂは、コイル２３をレンズの光軸方向（矢印ａ方向）に対して直交する径方向
に横切ることになることにより、コイル２３には、レンズの光軸方向（矢印ａ方向）に力
が作用することになる。これにより、コイル２３は、磁石３１、３２の間の可動範囲にお
いて、レンズの光軸方向に可動し、このコイル２３と固定関係にあるレンズホルダ１１及
びこれに支持されたレンズが同様に可動する。
【００４０】
　かくして、コイル２３に駆動電流を通電することにより、レンズホルダ１１に支持され
たレンズがその光軸方向に可動され、レンズのフォーカス調整やズーミング等を行うこと
ができる。なお、磁石３１、３２は、Ｎ極局同士を対向させる構成に代えて、Ｓ極同士を
対向させるようにしてもよい。
【００４１】
　因みに、図１０は、板ばね部材５１がヨーク４１の上面に取り付けられた状態を示す図
であり、板ばね部材５１の固定部５２は、ヨーク４１の上面に固定されており、この固定
部５２と、レンズホルダ１１の本体部２１に係合される係合部５３との間に腕部５４が設
けられており、この腕部５４によって係合部５３が支持されている。
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【００４２】
　ここで、コイル２３に任意の電流を通電することによりコイル２３と磁石３１、３２に
より推力を発生し、レンズホルダ１１（レンズ）が移動を開始する。一方、板ばね部材５
１の腕部５４は、移動量に応じてばね定数に比例した反発力を発生する。レンズホルダ１
１（レンズ）の移動は、発生した推力と反発力が釣り合った位置で停止する。このことに
より、コイル２３に任意の電量を通電することにより、レンズホルダ１１（レンズ）の位
置を任意の位置にとどめておくことが可能となる。
【００４３】
　腕部５４のばね定数は、腕部５４の長さによって決まることにより、本実施の形態にお
いては、腕部５４の一部（Ｐ１、Ｐ２又はＰ３）をヨーク４１の上面にレーザ等を用いて
固定することで、腕部５４の長さを調整し、ばね定数を調整するようになっている。
【００４４】
　このように、腕部５４のばね定数は、コイル２３に通電した際のレンズホルダ１１の移
動量に影響を与え、ばね定数が高いとフォーカスに必要なレンズ移動量が得られず、また
これに対して、ばね定数が低いと電流値に対するレンズの移動量が急峻過ぎてフォーカス
位置の調整が困難になる。また、レンズの推力を発生させる磁石においても製造上のばら
つきがあるため、本実施の形態のように、腕部５４を任意の位置でヨーク４１の上面に固
定することで、そのばね定数を調整し、これにより、フォーカス位置の調整を容易にし得
ると共に、磁石３１、３２のばらつきもこの腕部５４のばね定数の調整により吸収するこ
とができる。
【００４５】
　かくして、以上の構成によれば、コイル２３に対して、磁石３１、３２をレンズの光軸
方向（矢印ａ方向）に対向配置するようにしたことにより、磁石３１、３２をレンズの径
方向に配置した従来の構成に比べて、径方向の大きさを一段と小さくすることができる。
特に、磁石はその材質上、十分に薄型化することが困難であり、本実施の形態の構成によ
れば、コイル２３に対して、磁石３１、３２を径方向に配置しない構成となることにより
、磁石３１、３２の厚みがレンズ駆動装置１０の径方向の大きさに影響を与えることがな
くなる。また、外形形状を径方向に小さくする代わりに、レンズの径を大きくすることも
できる。
【００４６】
　また、ヨーク４１、４２を、コイル２３、磁石３１、３２を上下方向（矢印ａ方向）か
ら覆う位置及び、これらを径方向の外側から覆う位置にのみ設けたことにより、これに加
えてコイル２３、磁石３１、２３の径方向の内側からも覆う構成に比べて、薄型化するこ
とができる。
【００４７】
（第２の実施の形態）
　上述の第１の実施の形態においては、ヨーク４１、４２を用いる場合について述べたが
、これに限られるものではなく、ヨーク４１、４２を用いない構成としてもよい。この場
合、コイル２３の位置を、磁石３１、３２の対向空間の中心から外側又は内側にずらすよ
うに配置する。
【００４８】
　すなわち、図１１は、第２の実施の形態に係るレンズ駆動装置のレンズホルダ１１、磁
石３１、３２及びコイル２３の配置状態を示す断面図である。なお、第２の実施の形態に
係るレンズ駆動装置は、第１の実施の形態に係るレンズ駆動装置１０と比べて、ヨーク４
１、４２が設けられていない点、及びこれに応じてコイル２３の位置を磁石対向空間の中
心から外側（又は内側）にずらした点が異なり、他の構成はレンズ駆動装置１０と同様で
ある。従って、図１１においては、第１の実施の形態のレンズ駆動装置１０と同様の部分
には同一符号を付して、重複した説明は省略する。
【００４９】
　図１１に示すように、ヨークが設けられていない構成においては、同極同士（例えばＮ
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極同士）が対向するように配置された磁石３１、３２の磁力線Ｂは、磁石３１、３２から
それぞれ対向する方向に向かった後、磁石３１、３２の対向空間の中心位置からレンズの
径方向の外方及び内方に向きを変えることになる。
【００５０】
　本実施の形態のコイル２３は、磁石３１、３２の対向空間の中心から外方にずれた位置
に配置されている。これにより、コイル２３を通る磁力線Ｂは、光軸方向（矢印ａ方向）
及びこれと直交する外方向が主となり、内方向と外方向へ向かう磁力線Ｂが混在して打ち
消し合う状態を抑制することができる。
【００５１】
　なお、図１１においては、磁石３１、３２の対向空間の中心から外方にずれた位置にコ
イル２３を配置する場合について述べたが、これに限られるものではなく、図１２に示す
ように、内方にずれた位置に配置するようにしてもよい。この場合には、コイル２３を通
過する磁力線Ｂは、光軸方向（矢印ａ方向）及びこれと直交する内方向が主となり、この
場合においても、内方向と外方向へ向かう磁力線Ｂが混在して打ち消し合う状態を抑制す
ることができる。
【００５２】
　かくして、以上の構成によれば、コイル２３に対して、磁石３１、３２をレンズの光軸
方向（矢印ａ方向）に対向配置するようにしたことにより、磁石を径方向（ラジアル方向
）に配置した従来の構成に比べて、径方向の大きさを一段と小さくすることができる。特
に、磁石はその材質上、十分に薄型化することが困難であり、本実施の形態の構成によれ
ば、コイル２３に対して、磁石３１、３２を径方向に配置しない構成となることにより、
磁石３１、３２の厚みがレンズ駆動装置１０の径方向の大きさに影響を与えることがなく
なることになる。
【００５３】
　また、コイル２３を磁石３１、３２の対向空間の中心から径方向（外方又は内方）にず
らして配置したことにより、第１及び第２の磁石３１、３２から発生する磁力線は、第１
及び第２の磁石３１、３２の対向空間で互いにぶつかり合ってレンズの径方向（外方及び
内方）に向きを変え、コイルを径方向に横切ることとなる。これにより、レンズホルダに
対する十分な駆動力を発生させることができる。かくして、ヨーク４１、４２（図８、図
９）を用いる場合に比べて、径方向の大きさを一段と小型化することができる。
【００５４】
（他の実施の形態）
　上述の実施の形態においては、磁石３１、３２をレンズホルダ１１の本体部２１の外周
全体に亘って設ける場合について述べたが、これに限られるものではなく、例えば、図１
３に示すように、磁石３１、３２のうち、レンズホルダ１１の外周部に設けられた鍔状部
２２ａ、２２ｂ、２２ｃ及び２２ｄ（図３）に上下から対向する部分（隅部）のみを用い
るようにしてもよい。このようにしても、鍔状部２２ａ、２２ｂ、２２ｃ及び２２ｄに対
向する磁石領域が十分な面積を持っていることにより、レンズホルダ１１を移動させるた
めに十分な力を発生させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係るレンズ駆動装置の全体斜視図である。
【図２】レンズ駆動装置のレンズホルダ及び該レンズホルダに設けられたコイルを示す斜
視図である。
【図３】レンズ駆動装置のレンズホルダ及び該レンズホルダに設けられたコイルを示す平
面図である。
【図４】レンズ駆動装置の分解斜視図である。
【図５】レンズ駆動装置を有するカメラ装置を示す側面図である。
【図６】レンズ駆動装置の断面を示す断面図である。
【図７】レンズ駆動装置のレンズホルダ、コイル及び磁石を示す斜視図である。



(10) JP 2009-198948 A 2009.9.3

10

20

【図８】レンズホルダの駆動力の発生原理の説明に供する断面図である。
【図９】レンズホルダの駆動力の発生原理の説明に供する断面図である。
【図１０】レンズホルダを支持する板ばね部材を示す斜視図である。
【図１１】第２の実施の形態に係るレンズ駆動装置の駆動力の発生原理の説明に供する断
面図である。
【図１２】第２の実施の形態に係るレンズ駆動装置の駆動力の発生原理の説明に供する断
面図である。
【図１３】他の実施の形態に係るレンズ駆動装置の磁石の構成を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００５６】
　１０　レンズ駆動装置
　１１　レンズホルダ
　１２　駆動機構部
　２１　本体部
　２２　コイルベース
　２２ａ、２２ｂ、２２ｃ、２２ｄ　鍔状部
　２３　コイル
　３１、３２　磁石
　４１、４２　ヨーク
　５１、６１　板ばね部材
　５２　固定部
　５３、６３　係合部
　５４、６４　腕部
　７１　ロアケース
　８１、８２　外部接続電極
　９６、９７　コイル接続端子
　９８　トップカバー
　９９　開口部
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【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】
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